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【警告】
●バーティカルバーとサイドレールやボードとのすき間に
頭、首や手、足が入らないように注意してください
［頭、首や手、足がすき間に入ると抜けなくなり、けがをするおそ
れがあります。］
［特に、予測できない行動をとると思われる方や体位を自分で保
持できない方には十分注意してください。］

【形状・構造及び原理等】

■動作原理

【使用目的又は効果】
けん引療法を必要とする患者に対し、体部を分銅を用いてその重さに
よりけん引することが出来る簡易型のけん引装置

●プーリーを介して荷重をかける機構

■品目仕様等

性　　能
耐荷重（プーリー部）………………450N（45.9㎏ｆ）
耐荷重（フォルクマンプーリー部）…150N（15.3㎏ｆ） ※1ヶ所当たり

■各部の名称

■主材料（表面処理）

機械器具58　整形用機械器具
一般医療機器・特定保守管理医療機器　非能動型簡易型牽引装置　35519001

けん引装置（KA-83）

**2017年11月（第9版）（新記載要領に基づく改訂）
 *2017年06月05日作成（新様式第8版） 

バー類 アルミニウム

7K00227900A8

届出番号：12B1X10020000019
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【使用方法等】
1）クランプ
①クランプで、バーをはさみ込んでください。

②フックを矢印Ⓐの方向に動かし、溝に引
っ掛けてください。次に矢印Ⓑ方向へ固
定レバーをいっぱいまで移動し、固定さ
せてください。

③固定状態となります。

④はずれ止めを右図矢印の方向へ1/4回転
回してください。
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溝
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※固定力はフックを回すことにより調節でき
ます。フックを溝に引っ掛ける前に行って
ください。
※フックの調節
・フックを時計回りに回すときつく固定
されます。

・フックを反時計回りに回すとゆるく固
定されます。　

※はずれ止めは、固定レバーが不用意に外れ
ることを予防するものです。固定力を調節
するものではありませんので、必要以上
（1/4 回転）回さないでください。

■取外す場合は、逆の手順で行ってください。

2）上部ボードクランプ
※①～③の矢印は、以下の説明図の視線方
向を示しています。

①ボードクランプで、バーティカルバーを
はさみ込んでください。

②フックを矢印Ⓐの方向に動かし、溝に引
っ掛けてください。次に矢印Ⓑ方向へ固
定レバーをいっぱいまで移動し、固定さ
せてください。

③はずれ止めを右図矢印の方向へ1/4回転
回してください。

※固定力はフックを回すことにより調節でき
ます。フックを溝に引っ掛ける前に行って
ください。
※フックの調節
・フックを時計回りに回すときつく固定
されます。

・フックを反時計回りに回すとゆるく固
定されます。　

※はずれ止めは、固定レバーが不用意に外
れることを予防するものです。固定力を
調節するものではありませんので、必要
以上（1/4 回転）回さないでください。

④ボード固定レバーを右図矢印Ⓐの方向へ
引いてください。アームが矢印Ⓑの方向
へ移動し、確実にボードへ固定できます。

■取外す場合は、逆の手順で行ってください。
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